
【幼老複合施設の夏まつりで約3５0人の地域交流】

スターツケアサービス株式会社（本社：東京
都江東区、代表取締役社長：山﨑千里）が運営
する、認知症対応型共同生活介護『グループ
ホームきらら東綾瀬』（東京都足立区）と併設
する認可保育園『東綾瀬きらきら保育園』で、
7月13日、両事業所合同の納涼祭を行いました。

高齢者事業所ご利用者のご家族の８６％が幼老複合施設に「良い効果」

■幼老複合施設のスタート

足立区内でUR都市機構が進める「旧綾瀬マン
ション」建替事業によって生まれた整備敷地の
活用事業に当社が選定され、その後2009年10月
『東綾瀬きらら保育園』が開設、同年11月に
『グループホームきらら東綾瀬』が開設。当社
初の幼老複合施設の運営がスタートしました。

納涼祭の様子

■多世代コミュニティの創造

本事業所では、グループホームと保育園が隣接
されており、季節行事や日常的な外遊びでも、
高齢者と園児が交流することができます。この
ような関わりを通して、高齢者は元気と活力を
受け取り、子どもたちには思いやりが育まれて
いきます。当社は東京都足立区と千葉県浦安市
で幼老複合施設の運営をしていますが、高齢者
事業所ご利用者のご家族からのアンケートで
86%の方が「子どもとふれあうことで良い効果
があると思う」と回答するなど、好評です(別紙
資料.1、2)。

今回の東綾瀬の夏祭りでも、盆踊りやゲーム、
出店などを通して、地域の方、高齢者、園児と
たくさんのふれあいが見られました。

今後も、子どもから高齢者までがふれあえる、
多世代コミュニティの創造を体感できるような
施設運営を目指して参ります。 グループホームきらら東綾瀬（左上）

東綾瀬きらきら保育園（右上）
日常の両事業所でのふれあい
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■幼老複合施設について86%が「良い効果がある」、68%が「地域に増やしてほしい」と回答

当社が運営する幼老複合施設内の高齢者事業所のご利用者ご家族にアンケートを実施。

対象はデイサービス(DS)新浦安、グループホーム(GH)新浦安、YH(有料老人ホーム)新浦安、
GH東綾瀬の計4事業所74名。こどもとふれあう機会が少なかった方が、保育園との併設である
ことに魅力を感じて入居、利用を決定しており、またその効果も実感している【資料1】



■幼老複合施設について71%が地域に「増やすべき」と回答

当社が運営する幼老複合施設内の保育園に通う園児のご家族にアンケートを実施。

対象は東綾瀬きらきら保育園、新浦安きらきら保育園の計2事業所66名。

複合施設で高齢者とふれあうことについて、具体的な子どもの変化の実感は少ないが、

「良いと思う」と91%が期待し、幼老複合施設を増加を望む声も多い。【資料2-1,2-2】



■【資料2-2】


